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【 和 歌 山 県 生 鮮 食 品 生 産 衛 生 管 理 シ ス テ ム の 概 要 】  

和 歌 山 県 生 鮮 食 品 生 産 衛 生 管 理 シ ス テ ム （ 以 下 、 シ ス テ ム ） は 、

作 業 工 程 を 分 析 し て 設 定 し た 重 要 管 理 点 に 対 し 、 作 業 マ ニ ュ ア ル の

設 定 と 作 業 記 録 の 作 成 を 中 心 と し た モ ニ タ リ ン グ を 常 時 行 う こ と で

製 品 の 安 全 性 を 確 保 す る と い う H A C C P の 考 え 方 を 県 内 の 生 産 現 場

に 取 り 入 れ た 認 定 制 度 で あ る 。 設 備 や 管 理 体 制 に 対 し て も 一 定 の 認

定 基 準 が 設 定 さ れ 、 和 歌 山 県 産 の 生 鮮 食 品 に 対 す る 消 費 者 の 信 頼 向

上 へ と 繋 げ て い く た め に 、 普 及 ・ 推 進 の 取 組 が 行 わ れ て い る 。  

本 農 場 は 、 養 鶏 場 と G P の 両 施 設 に つ い て シ ス テ ム の 認 証 を 受 け

鶏 卵 を 生 産 ・ 販 売 し て い る 。 サ ル モ ネ ラ に つ い て は 、 ひ な の 導 入 か

ら 鶏 卵 の 出 荷 ま で の 工 程 に ４ つ の 重 要 管 理 点 が 設 定 さ れ て い る ほ

か 、 危 機 管 理 マ ニ ュ ア ル と し て 「 サ ル モ ネ ラ 陽 性 の 場 合 の 対 応 マ ニ

ュ ア ル 」 の 作 成 が 義 務 づ け ら れ て い る 。  

 

【 目 的 】  

シ ス テ ム 認 証 の 採 卵 鶏 農 家 に お い て サ ル モ ネ ラ が 分 離 さ れ た た

め 、 サ ル モ ネ ラ 清 浄 化 に 取 り 組 ん だ 。 ま た 、 そ の 経 過 か ら シ ス テ ム

の 有 用 性 を 検 証 し た 。  

 

【 農 場 概 要 】  

農 場 周 辺 は 山 林 と 住 宅 地 で 、 総 飼 養 羽 数 4 万 羽 、 鶏 舎 数 16 棟 か

ら な り 、 採 卵 鶏 舎 は 平 飼 い 開 放 鶏 舎 、 育 雛 舎 は ウ イ ン ド レ ス 鶏 舎 で

あ る 。 集 卵 は 自 動 集 卵 ネ ス ト と 、 集 卵 か ご に よ る 手 作 業 で 実 施 し て

い る 。農 場 の 一 角 で 、小 羽 数 で あ る が 肉 用 鶏 も 飼 育 し て い る 。ま た 、

農 場 に 併 設 し G P、 売 店 、 事 務 所 が あ る （ 写 真 1） 。  

 

【 方 法 】  

平 成 25 年 ７ 月 か ら 10 月 に か け て ４ 回 の 採 材 を 行 っ た 。検 査 方 法

に つ い て は 、材 料 を ハ ー ナ テ ト ラ チ オ ン 酸 塩 培 地 に て 42℃ 24 時 間 増

菌 培 養 後 、 ノ ボ ビ オ シ ン 加 D H L 培 地 に 画 線 塗 抹 し 37℃ 24 時 間 培 養

し １）、サ ル モ ネ ラ 免 疫 血 清 で 血 清 型 の 判 別 を 行 っ た 。こ の 検 査 結 果

に あ わ せ て 農 家 へ 指 導 助 言 を 行 っ た 。  

 

【 結 果 お よ び 経 過 】  



（ １ 回 目 ）  

鶏 卵 衛 生 管 理 体 制 整 備 事 業 に よ り 550 日 齢 鶏 群 の 環 境 ス ワ ブ（ 給

餌 器 、 給 水 器 、 ネ ス ト 、 壁 ） 各 １ 検 体 、 ３ 個 を プ ー ル し た 盲 腸 便 １

検 体 と 同 鶏 群 の 生 産 卵 を 採 材 し 、 サ ル モ ネ ラ 検 査 を 行 っ た 。  

そ の 結 果 、 盲 腸 便 か ら S a l mo ne l l a  V i r c h o w を 分 離 し た 。 環 境 材

料 と 生 産 卵 か ら 分 離 は な く （ 図 １ ） 、 鶏 に 異 常 は な か っ た 。  

サ ル モ ネ ラ が 分 離 さ れ た た め 、 「 サ ル モ ネ ラ 陽 性 の 場 合 の 対 応 マ

ニ ュ ア ル 」 に 基 づ き 、 農 家 と 家 保 で 急 き ょ 対 策 を 検 討 し 、  

・ 一 般 衛 生 管 理 マ ニ ュ ア ル の 遵 守 状 況 の 再 確 認 を 行 う 事 、  

・ 陽 性 鶏 群 の 作 業 は 最 後 に 行 う 事 、  

・ 集 卵 作 業 に 使 う 道 具 を 分 け る な ど 、 汚 染 拡 大 の 防 止 対 策 を 行 う

事 、  

・ 陽 性 鶏 群 は 早 期 出 荷 を 検 討 し 、 出 荷 後 に 鶏 糞 搬 出 と 鶏 舎 消 毒 を

行 う 事 、  

を 指 示 し た 。  

農 場 で は 、 毎 年 家 保 に よ る 定 期 検 査 を 行 っ て い た が 、 過 去 に サ ル

モ ネ ラ の 分 離 歴 は な か っ た 。そ こ で 、農 場 内 の 汚 染 状 況 把 握 の た め 、

直 ち に ２ 回 目 の 採 材 を 実 施 し た （ 図 ２ ） 。  

（ ２ 回 目 ）  

陽 性 鶏 群 と 同 一 ロ ッ ト を 飼 育 し て い る 隣 接 区 画 （ ① ） 、 陽 性 鶏 群

の 南 側 鶏 舎 の １ 区 画（ ② ）、西 鶏 舎 の １ 区 画（ ③ ）、育 雛 鶏 舎（ ④ ）

と 陽 性 鶏 群 の １ 区 画 （ ⑤ ） の 盲 腸 便 を 各 区 画 ３ 個 以 上 採 材 し た も の

を １ プ ー ル 検 体 と し た 。 ま た 、 生 産 卵 へ の 汚 染 リ ス ク を 調 べ る た め

G P の 環 境 ス ワ ブ （ 床 ） １ 検 体 を 採 材 し た 。  

そ の 結 果 、 １ 回 目 の サ ル モ ネ ラ 分 離 区 画 と G P 床 か ら 前 回 と 同 一

血 清 型 の サ ル モ ネ ラ を 分 離 し た 。 他 の 区 画 か ら 分 離 は な か っ た （ 図

３ ） 。  

G P 床 か ら サ ル モ ネ ラ を 分 離 し た た め 、 生 産 卵 の 汚 染 防 止 の た め  

・ G P 専 用 履 き 物 設 置 、  

・ 作 業 コ ン テ ナ の 床 へ の 直 置 き 禁 止 、  

・ 動 線 整 理 の た め の 仕 切 り カ ー テ ン の 設 置 、  

を 指 導 し た 。  

ま た 、G P 内 で の 洗 卵 選 別 作 業 終 了 後 に 採 材 を 行 っ た こ と か ら 、消

毒 の 効 果 を 判 断 す る こ と が で き な か っ た た め 、 こ れ を 目 的 と し た ３

回 目 の 検 査 を 実 施 し た （ 図 ４ ） 。  

（ ３ 回 目 ）  

従 来 の 消 毒 方 法 の 効 果 を 判 定 す る た め 、 G P 消 毒 後 、 G P の 環 境 ス

ワ ブ （ 床 ） ２ 検 体 を 採 材 し た 。  

そ の 結 果 、 ２ 検 体 か ら 再 び 同 一 血 清 型 を 分 離 し た （ 図 ５ ） 。  

G P の 消 毒 実 施 後 の 検 査 に も 関 わ ら ず 、サ ル モ ネ ラ が 分 離 さ れ た こ



と か ら 、 消 毒 方 法 に 改 善 が 必 要 で あ る こ と や 農 場 敷 地 内 が サ ル モ ネ

ラ に 汚 染 さ れ て い る 可 能 性 が あ る と 判 断 し 、  

・ G P 床 の 逆 性 石 け ん 消 毒 後 の 乾 燥 時 間 を 延 長 す る こ と 。  

・ 従 来 か ら 使 用 し て い る G P 内 消 毒 用 の オ ゾ ン 濃 度 を 上 げ 、 夜 間  

 も オ ゾ ン 消 毒 実 施 す る こ と 。  

・ 農 場 敷 地 の 消 毒 を 実 施 す る こ と 。  

を 指 導 し た 。  

２ 回 目 の 検 査 で は 、陽 性 鶏 群 の 隣 接 区 画 と 農 場 内 の ２ 区 画 で サ ル

モ ネ ラ は 分 離 さ れ な か っ た が 、一 部 区 域 で の 検 査 で あ っ た こ と か ら 、

よ り 詳 細 な 汚 染 状 況 を 把 握 す る こ と が 必 要 で あ る 判 断 し た 。 ま た 。

消 毒 実 施 後 の G P や 出 荷 後 の 陽 性 鶏 舎 の 検 査 と し て ４ 回 目 検 査 を 実

施 し た （ 図 6） 。  

（ ４ 回 目 ）  

全 採 卵 鶏 舎 １ ６ 棟 の 盲 腸 便 の 採 材 を 行 っ た 。 採 材 方 法 は 、 鶏 舎 内

の 1 区 画 に つ き 最 低 3 個 を 採 材 し 、 １ 鶏 舎 分 （ ７ ~10 区 画 分 ） を １

プ ー ル 検 体 と し た 。 ま た 、 肉 用 鶏 舎 の 盲 腸 便 と 売 店 床 、 出 荷 し て 消

毒 を 行 っ た 後 の 陽 性 鶏 群 の 鶏 舎 の 環 境 ス ワ ブ （ ネ ス ト 、 壁 、 床 ） 各

１ 検 体 と G P の 消 毒 指 導 の 効 果 を み る た め G P 床 の 検 査 を 行 っ た 。  

そ の 結 果 、い ず れ か ら も サ ル モ ネ ラ は 分 離 さ れ な か っ た（ 図 7）。 

 

【 考 察 】  

シ ス テ ム 認 証 を 受 け た 採 卵 鶏 農 家 で サ ル モ ネ ラ が 分 離 さ れ た が 、

農 家 と 家 保 が 連 携 し て こ れ に 対 応 し た こ と に よ り 、 サ ル モ ネ ラ 分 離

は 無 く な っ た 。 そ の 要 因 は 、 汚 染 が 一 鶏 群 の み に 限 局 的 で あ っ た こ

と が 大 き い と 思 わ れ る 。 こ れ は 、 農 家 が 普 段 か ら シ ス テ ム に 添 っ た

衛 生 管 理 を し て い た こ と 、 サ ル モ ネ ラ 分 離 陽 性 時 に も シ ス テ ム 内 マ

ニ ュ ア ル に そ っ て 迅 速 に 対 応 し た こ と 、 ま た 、 家 保 が 毎 年 定 期 的 に

検 査 し 、 臨 床 症 状 に 乏 し い サ ル モ ネ ラ を 早 期 発 見 し た こ と に よ り 、

汚 染 の 拡 大 を 抑 制 で き た た め と 推 察 さ れ る 。 さ ら に 、 シ ス テ ム だ け

で は 補 い き れ な い 細 か い 部 分 に 対 し 、 家 保 が 検 査 し 指 導 を 行 う こ と

で 問 題 点 を 発 見 し 改 善 で き た 事 も 、 分 離 が な く な っ た こ と に 繋 が っ

て い る と 思 わ れ る 。 以 上 の こ と か ら 、 危 害 因 子 の 抑 制 と 早 期 対 応 と

い う 、シ ス テ ム 本 来 の 役 割 が 機 能 し て い る こ と が 確 認 で き た 。ま た 、

生 産 現 場 に 合 わ せ た 問 題 点 の 発 見 や 、 そ の 改 善 に は 農 家 と 家 保 の 連

携 が 不 可 欠 で あ る と 考 え る 。 今 後 も 指 導 を 継 続 し 、 よ り 高 度 な 安 全

性 の 確 保 を 目 指 す と と も に サ ル モ ネ ラ 分 離 の な い 状 態 を 維 持 し て い

き た い （ 図 ８ ） 。  
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